
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

11
月
27
日（
水
）
開
会

11
月
28
日（
木
）
一
般
質
問

11
月
29
日（
金
）
一
般
質
問

12
月
2
日（
月
）
一
般
質
問

12
月
3
日（
火
）
議
案
質
疑
、

　
　
　
　
　
　
　委
員
会
付
託

12
月
4
日（
水
）
常
任
委
員
会

12
月
5
日（
木
）
常
任
委
員
会

12
月
13
日（
金
）
閉
会

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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公
二

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

今
回
は
、
平
成
25
年
9
月

に
行
わ
れ
た
第
３
回
定
例
会

に
つ
い
て
編
集
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
よ
り
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
10
月
1
日

（
火
）～
2
日（
水
）に
、地
域

　

平
成
25
年
10
月
9
日

（
水
）～
10
日（
木
）に
、防
災

復
興
対
策
特
別
委
員
会
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
宮
城
県
南

三
陸
町
の
防
災
対
策
庁
舎

を
訪
れ
て
献
花
を
行
っ
た

後
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
や
復
興
に
際
し
て

の
課
題
及
び
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
被
災
者
支
援
に

つ
い
て
研
修
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
岩
手
県
大
船
渡

医
療
・
高
齢
者
対
策
に
関

す
る
特
別
委
員
会
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
高
水

準
医
療
の
提
供
及

び
地
域
医
療
の
取

り
組
み
状
況
に
つ

い
て
研
修
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
長

野
県
須
坂
市
に
あ

り
ま
す
地
方
独
立

行
政
法
人　

長
野

県
立
病
院
機
構　

長
野
県
立
須
坂
病

市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
死
者
３
４
０

院
と
、
佐
久
市
に
あ
り
ま

す
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総

合
病
院
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

長
野
県
立
須
坂
病
院
で

は
、
須
坂
地
区
の
中
核
病

院
と
し
て
、長
野
県
内
の
５

つ
の
県
立
病
院
と
地
域
の

医
師
会
や
医
療
機
関
と
医

療
の
連
携
を
と
り
、
高
水
準

の
医
療
の
提
供
及
び
県
民

に
開
か
れ
た
病
院
づ
く
り

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
久
市
立
国
保

浅
間
総
合
病
院
に
お
い
て

名
、行
方
不
明
者
79
名
、
家

屋
等
の
被
害
５
千
５
３
９

戸
の
他
、
公
共
施
設
な
ど

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
「
長
野
方
式
」
を
広
め

た
初
代
中
澤
國
雄
院
長
を

は
じ
め
、
糖
尿
病
治
療
に

力
を
注
ぎ
、
市
立
病
院
の

役
割
と
し
て
、
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
を
と
り
、

患
者
に
手
厚
い
看
護
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
病
院
と
も
、
地
域
の

医
療
機
関
と
密
に
連
携
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
患
者
さ

ん
を
中
心
と
し
た
良
質
な

医
療
の
提
供
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

に
も
甚
大
な
被
害
を

う
け
、
ピ
ー
ク
時
の
避

難
者
は
８
千
７
０
０
人

を
超
え
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

市
は
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
復
興
交
付
金

を
財
源
と
し
て
、
様
々

な
事
業
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

復
興
計
画
を
も
と
に

復
興
に
向
け
て
力
強

く
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

地
域
医
療
・
高
齢
者
対
策
に
関
す
る
特
別
委
員
会
視
察
研
修

防
災
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修

長野県立須坂病院

南三陸町

佐久市立国保浅間総合病院大船渡市

平成 25年 11月１日　　 山武市議会だより第30号

16
発行／山武市議会　編集／議会だより編集委員会　ホームページ http://www.city.sammu.lg.jp/

〒 289-1392　千葉県山武市殿台 296 番地　電話 0475（80）1235　FAX　0475（80）1233


